
ENVIRONMENT

チャレンジ・ゼロ 管理指標 管理施策 2022年度目標 
（括弧内は2015年比のCO₂排出量の削減率）

2022年度実績 
（括弧内は2015年比のCO₂排出量の削減率）

2022年度 
自己評価

2023年度目標 
（括弧内は2015年比のCO₂排出量の削減率）

まちづくりにおけるCO₂ ZEB率
設計施工の新築物件のZEB化推進
ZEB実施率を床面積で管理　　※ ZEBの定義はZEB Oriented以上
ZEB率＝ZEB物件床面積（㎡）÷全物件床面積（㎡）     

60%　以上 63.7% 62.5%　以上

事業活動におけるCO₂

CO₂排出量　【建築新築】
工事でのCO₂排出量の削減
軽油代替燃料の利用拡大、省燃費運転、電化の推奨など

25,020t‐CO₂　以下（+39％） 17,098t‐CO₂（-5%） 　 23,700t‐CO₂　以下（+32%）

CO₂排出量　【土木】 30,410t‐CO₂　以下（+2％） 22,063t‐CO₂（-26%）    28,000t‐CO₂　以下（-6%）

CO₂排出量　【国内：事務所】 面積あたりのエネルギー使用量削減
再エネ電力契約、および非化石証書購入による再エネ化100%、省エネ活動 914t‐CO₂　以下（-56%） 639t‐CO₂（-69%） 629t-CO₂　以下（-70%）※

CO₂排出量　【国内：社用車】 ガソリンなどの使用量削減
エコドライブ推奨、電気自動車などの低環境負荷車両への変更 545t-CO₂　以下（+20%） 592t-CO₂（+31%） 563t-CO₂　以下（+24%）※　

再エネ利用率　【国内単体（施工・オフィス）】 RE100の早期達成　
再エネ電力契約、および非化石証書購入による再エネ化 80%　以上 97.9% 100%

クリーンエネルギー自動車導入率 EV、PHVなどのクリーンエネルギー自動車の導入推進 1.6%　以上 1.8% 7.5%　以上

サプライチェーンにおけるCO₂ 主要サプライヤーの
SBTレベルCO₂削減目標設定率

サプライチェーンでのCO₂排出削減
主要サプライヤー（25社）への目標設定要請と設定に向けた対話実施 30%　以上 68% 　55%　以上

森林破壊 Ｃランク木材比率　　 森林破壊の恐れのある木材調達ゼロ
生物多様性ガイドライン（木材調達編）に基づき評価 10%　以下 16.2% 　6%　以下

生物多様性損失 生物多様性自主基準適合率 自社開発事業、区画整理事業で生物多様性ガイドラインを運用 
生物多様性自主基準適合チェックリストによる評価　

100%
（提案ベースBランク以上） 100% 100%

資源利用･廃棄物

廃棄物排出量　【建築新築】　 
※施工面積（㎡）あたり

建設廃棄物の適正管理と資源循環の推進
施工計画段階での目標値と削減策の設定、管理システムでの監視

23.5kg/㎡　以下 20.5kg/㎡ 23.0kg/㎡　以下

混合廃棄物排出量　【土木】　 
※売上高あたり 0.64t/ 億円　以下 0.6t/ 億円 0.63t/億円  以下

廃棄物のリサイクル率　【建築新築】 98%　以上 98.6% 98%　以上

廃棄物のリサイクル率　【土木】 98%　以上 99.5% 98%　以上

水リスク

水使用量　【国内：事務所】 
※面積（㎡）あたり

水使用量の削減推進  
節水についての啓蒙活動、節水機器取り付け 　430ℓ/㎡　以下 417ℓ/㎡ 426ℓ/㎡　以下

主要サプライヤーの水リスク調査実施率 サプライチェーンでの水環境保全とリスク対策 
主要サプライヤー（25社）に対する水リスク調査の実施要請 20%　以上 80% 　85%　以上

環境貢献事業売上高 省エネルギー性能に優れた非住宅・住宅の施工拡大
設計施工案件でBELS★5以上 440億円　以上 566億円 　480億円　以上

環境マネジメント

eco検定取得率 従業員の環境リテラシー、環境マインドの向上 55%　以上 62.3% 　68%　以上

2022年度の主な活動結果と 2023年度の目標（国内単体） 2022年度目標未達成2022年度目標達成

※ 2022年度に対象範囲を見直し、目標値を再設定しています。

環境目標とマネジメント 掲載以外の管理指標、全社（海外・関係会社を含む）を対象とした活動結果はコーポレートサイトにて公表しています。
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生物多様性保全のために 工事が及ぼす環境影響への配慮

当社は「生物多様性保全方針」のもと、建設事業の計画・
設計・施工および施工後の各段階において、身近な自然へ
の影響を可能な限り低減することを目指しています。

生物多様性に関する2030年度までの中期目標として、①
ノー・ネット・ロス※の達成、②森林を破壊する木材調達ゼロ、
③生物多様性自主基準100%達成、④生物多様性関連のエ
コプラス活動100%実施を設定し、活動レベルでの運用に
向け検討を始めています。また、社内横断的な組織「生物多
様性専門部会」では、自然の多様な機能を評価し活用する

“グリーンインフラ”、生物多様性の減少傾向を食い止め回復
に向かわせる“ネイチャー・ポジティブ”の実現に向けたさまざ
まな研究開発と事業での実施支援に取り組んでいます。

2023年1月には「フジタのグリーンインフラ4原則」を制
定し、公表しました。

当社は国際社会の一員としてこれからも生物多様性の重
要性を認識し、生物多様性を含めた自然資本の質の向上を
目指した取り組みを推進していきます。

自然環境に配慮した建設事業を目指して

関連する主なSDGｓ

当社が業務代行を務める土地区画整理事業の区域内の緑地にヒメボタルの生息情報を得たことから、地域の自然保護団体
の協力を得て生息環境の保全に取り組みました。ヒメボタルは生息地の減少などにより、準絶滅危惧種に指定されています。

生息状況の調査にあたり、ネットワークカメラや一眼レフカメラでホタルの生息区域を動画撮影し、専用のソフトウェアで成虫の発
生量や場所を解析する「ホタルモニタリングシステム」を開発。システムの活用により、効率よく、高精度な調査が可能となりました。

生息場所の調査内容に基づき、生息地の造成地盤高の設計や表土移植、夜間照明による影響を軽減するなど保全措置を講
じた結果、施工後の2022年5月
に緑地内で施工前と同等のヒメ
ボタルの発生を確認しました。緑
地は、自治体と自然保護団体が
ヒメボタル保全地の看板を設置
して維持管理されています。

ヒメボタルの調査と保全活動

ヒメボタルの成虫 保全した緑地の全景

当社では、基本計画策定時に工事によって発生する恐れ
のある環境影響を抽出し、それらの発生を抑制するための
手順や万が一発生した場合の対応方法を定めています。
施工中の環境活動の運用状況や環境法令の遵守状況など
は、定期的な現場パトロールを行い、問題があれば作業手
順の見直しや緊急時対応設備の改善など再発防止を指導
しています。また、各作業所での創意工夫ある優れた環境
活動は、好事例として全店へ展開し、環境配慮施工につな
がる環境活動の好循環を目指して、取り組みを継続してい
きます。

工事での環境リスク管理と環境活動の推進

建設廃棄物については、土木の工種や建物の用途別に
排出量目標を設定し、削減およびリサイクル活動を推進し
ています。排出状況は、作業所・支店で「建設副産物管理シ
ステム」を使用して逐次確認をするとともに、四半期ごとに
全店実績を集計・分析し、資源循環促進を目指した活動を
推進しています。

建設廃棄物管理にあたっては、法に基づく遵守事項を
「建設廃棄物等適正処理要領」に規定し、運用しています。
汚染土壌、アスベスト、フロン、PCBなどの有害物質の扱い
については、「建設廃棄物等適正処理要領」「化学物質適正
管理規定」などで手順を定めています。関連する法規制の
改正に対しては、迅速に周知し、対応の指示や運用の変更
を行い、適正に管理、処理を行なっています。

資源循環のマネジメント

事業活動における物質・エネルギーのＩＮＰＵＴ・ＯＵＴＰＵＴ

I N PUT OUTPUT
オフィスからの排出
CO₂
廃棄物

実験施設からの排出
CO₂
廃棄物

作業所からの排出
CO₂ 39,161t-CO2

建設廃棄物

　最終処分→

　リサイクルへ

　内訳
　アス・コン塊
　コンクリート塊
　建設汚泥
　発生木材
　その他

→

オフィスでの資源消費
電力
ガス
上水
紙

4,112MWh
276千m3

27千m3

16,921千枚

作業所での資源消費
電力
灯油
軽油
重油
上水
紙

19,210MWh
144kℓ

14,720kℓ
99kℓ

349千m3

28,105千枚

実験施設での資源消費
電力
ガス
ガソリン
上水

1,432MWh
3千m3

0.07kℓ
2千m3

社用車の資源消費
ガソリン
軽油

247kℓ
7kℓ

関係会社での資源消費
電力
ガス

1,478MWh
3千m3

建設資材の使用
コンクリート
PC
砕石
セメント
鉄筋
鉄骨

869千m3

36千m3

187千m3

49千t
185千t
123千t

グリーン調達
再生骨材など
再生アスファルトなど
高炉セメント
地盤改良用製鉄スラグ

88千m3

10千m3

32千t
29千m2

631t-CO2

272t

7t-CO2

231t

社用車からの排出
CO₂ 592t-CO2

関係会社からの排出
CO₂ 418t-CO2

626千t

20千t

605千t

45千t
266千t
211千t
23千t
58千t

フジタの事業活動

建 設

企画・設計

解体・廃棄

運用・
リニューアル

オフィス業務

● 経団連生物多様性宣言イニシアチブ
● 生物多様性のための30by30アライアンス（環境省）
● ＃はじめようグリーンインフラキャンペーン（国土交通省）

外部イニシアチブへの参画

フジタのグリーンインフラ4原則
● 緑地などの自然の多様な機能を計画･設計段階で積極的に

活用すること
● 元々ある自然環境の価値を認識し、保全･活用すること
● 生活者の安全･安心を損ねないこと、ウェルビーイングを向上

すること
● 周辺環境や地球環境と調和すること

生物多様性保全方針
https://www.fujita.co.jp/company/charter/
?open=Biodiversity#Biodiversity

※ �ノー・ネット・ロス：開発などによる生物多様性へのマイナスの影響をミティゲーション（影響の
回避、低減、代償の優先順）によりプラスマイナスゼロにすること
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